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三
、
諸
子
百
家
の
時
代
（
二
）

―
道
家
・
陰
陽
家
・
名
家
―

・
和
其
光
、
同
其
塵
。（
『
老
子
』
第
四
章
）

・
絶
學
無
憂
。
（
『
老
子
』
第
四
十
一
章
）

・
狙
公
賦
芧
曰
、
「
朝
三
而
暮
四
。
」
衆
狙
皆
怒
。
曰
、
「
然
則
朝
四
而
暮
三
。」
衆
狙
皆
悦
。
（
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）

・
不
知
、
周
之
夢
為
胡
蝶
与
、
胡
蝶
之
夢
為
周
与
。
（
『
荘
子
』
斉
物
論
篇
）

一
、
道
家

一-

一
、
『
老
子
』
の
思
想

・
〔

老
子

〕
（
老
聃
）
…
儒
家
の
孔
子
と
同
じ
頃
に
活
動
し
た
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
伝
記
は
曖
昧
で
、
実
在

ろ
う
た
ん

1の
人
物
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
古
く
か
ら
論
争
が
続
い
て
い
る
。
し
か
し
、
相
次
ぐ
新
出
土
文
献
（
竹
簡
・
帛

書
）
の
発
見
に
よ
り
、『
老
子
』
の
成
立
と
流
布
は
、
伝
承
通
り
春
秋
戦
国
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
が
ほ
ぼ
確
定
。

・
『
老
子
』
の
内
容
は
、
儒
家
と
は
異
な
り
、
宇
宙
の
根
源
や
世
界
の
生
成
に
対
す
る
思
索
を
特
徴
と
す
る
。

（
第
二
五
章
）
宇
宙
の
本
源
は
〔

「
道
」

〕
で
あ
る
と
説
き
、
そ
こ
は
混
沌
と
し
た
〔

「
無
」

〕
の
状

2

3

態
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
段
階
を
追
っ
て
〔

天
地
万
物

〕
が
生
じ
て
き
た
と
考
え
る
。

4

→
世
界
の
根
源
と
し
て
、
名
づ
け
る
こ
と
さ
え
で
き
な
い
「
道
」
を
想
定
。

こ
の
姿
を
理
想
と
し
て
、〔

処
世

〕
の
あ
り
方
を
説
く
。

5

（
第
九
章
）
「
天
の
道
」
に
か
な
う
身
の
処
し
方
。

〔

自
然

〕
に
沿
っ
て
無
理
を
せ
ず
、
一
歩
身
を
退
く
と
い
う
生
き
方
。

6
人
々
は
学
問
に
よ
る
向
上
を
目
指
し
、
立
身
出
世
を
人
生
の
重
要
な
目
的
と
す
る
が
、
『
老
子
』
は
逆
に
、

身
を
退
く
こ
と
が
世
界
の
正
し
い
あ
り
方
で
あ
る
と
い
う
。

ひ

→
世
俗
の
人
々
の
頑
張
り
は
決
し
て
長
続
き
は
せ
ず
、
か
え
っ
て
人
の
心
を
不
幸
に
す
る
。

（
第
七
章
）
天
と
地
は

悠
久

で
あ
り
、
太
古
の
昔
か
ら
確
固
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

ゆ
う
き
ゅ
う

そ
の
天
地
が
悠
久
で
あ
る
の
は
、
人
間
と
は
違
っ
て
、
こ
と
さ
ら
に
み
ず
か
ら
生
き
よ
う
と
し
な
い
か
ら
。

〔

「
無
為
自
然
」

〕
を
守
っ
て
い
る
か
ら
、
長
く
い
つ
ま
で
も
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
。

7
天
地
の
あ
り
方
を
体
得
し
た
偉
大
な
聖
人
は
、
自
分
の
身
を
、
努
め
て
後
ろ
に
も
っ
て
い
く
。

→
し
か
し
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
は
人
の
先
頭
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
。

自
分
の
身
を
努
め
て
埒
外
（
一
定
の
範
囲
外
）
に
置
く
。

ら
ち
が
い

→
し
か
し
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
は
そ
こ
に
い
つ
ま
で
も
存
続
し
て
い
る
。

◎
こ
の
よ
う
な
逆
説
的
論
法
は
、
『
老
子
』
独
特
の
文
明
観
に
基
づ
く
。

通
常
、
人
は
〔

文
明
化

〕
を
高
く
評
価
す
る
。
衣
服
、
言
語
、
農
耕
、
車
船
、
社
会
制
度
、
そ
れ

8

ら
が
人
間
を
他
の
動
物
か
ら
分
け
、
人
間
を
文
明
化
さ
せ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
〔

儒
家

〕
は
文
明
化

9

を
さ
ら
に
推
し
進
め
る
た
め
、
〔

学
問

〕
の
重
要
性
を
力
説
す
る
。
し
か
し
『
老
子
』
は
、
ま
さ
に
そ
の

10

文
明
化
や
学
問
の
奨
励
こ
そ
が
、
人
間
を
不
幸
に
し
、
社
会
に
混
乱
を
も
た
ら
す
の
で
は
な
い
か
と
警
告
す
る
。

一-

二
、
『
荘
子
』
の
思
想

・
〔

荘
子

〕（
荘
周
）
…
儒
家
の
孟
子
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
、
戦
国
時
代
中
期
に
活
動
し
た
思
想
家
。

11荘
子
も
〔

「
道
」

〕
の
探
求
に
特
色
を
持
つ
。「
道
」
と
は
、
こ
の
世
の
す
べ
て
で
あ
り
、
相
対
的
な
価

12

値
観
に

彩

ら
れ
た
こ
の
世
の
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
〔

超
俗
的
な
態
度

〕
を
取
る
。

い
ろ
ど

13

→
自
ら
の
〔

価
値
判
断

〕
や
、
〔

言
語

〕
に
対
す
る
不
信
へ
と
至
る
。

14

15

・
〔

「
明
」

〕
と
い
う
概
念
―
言
語
を
介
し
な
い
悟
り
の
境
地
。

16荘
子
自
身
は
言
葉
を
経
由
し
な
い
超
越
的
な
認
識
方
法
「
明
」
に
よ
っ
て
、
こ
の
世
界
の
真
理
を
把
握
し
た
と
宣
言
。

（
後
に
中
国
に
伝
来
す
る
仏
教
、
特
に
禅
宗
の
立
場
に
近
い
。）

◎
老
子
と
荘
子
は
、
儒
家
の
奨
励
す
る
文
明
化
や
学
問
の
重
視
に
対
し
て
、
根
本
的
な
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。

→
「
無
為
自
然
」
で
あ
る
こ
と
、
勝
手
な
価
値
判
断
を
下
さ
な
い
こ
と
、
言
語
に
頼
り
す
ぎ
な
い
こ
と
を
重
視
。

両
者
は
後
に
〔

「
老
荘
思
想
」

〕
と
称
さ
れ
、
争
乱
に
疲
れ
た
知
識
人
の
心
を
と
ら
え
て
い
く
。

17

一-

三
、
そ
の
他
の
道
家
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・
〔

列
子

〕
（
列
禦
寇
）
…
戦
国
時
代
の
思
想
家
。
そ
の
著
と
し
て
『
列
子
』
と
い
う
書
が
伝
わ
っ
て
い
る

れ
つ
ぎ
ょ
こ
う

18が
、
仏
教
に
近
い
内
容
が
あ
る
と
し
て
、
後
世
の
偽
作
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
持
た
れ
て
い
る
。

・
〔

楊
朱

〕
…
戦
国
時
代
初
期
に
活
動
。
後
に
道
家
に
分
類
。
世
俗
の
価
値
観
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
を
否
定

19し
、
人
生
を
謳
歌
せ
よ
と
説
く
〔

快
楽
主
義

〕
を
主
張
。
政
治
思
想
と
し
て
は
非
現
実
的
で
あ
っ

20

た
が
、
利
益
と
快
楽
を
求
め
る
と
い
う
人
間
の
本
質
を
突
い
た
思
想
と
し
て
、
当
時
の
人
々
に
共
感
さ
れ
た
。

二
、
陰
陽
家

〔

陰
陽
五
行
説

〕
に
も
と
づ
き
、
季
節
や
色
彩
、
方
角
な
ど
を
重
視
し
、
禍
福
吉
凶
を
予
測
す
る
学
派
。

21

・
〔

鄒
衍

〕
…
戦
国
時
代
後
期
の
斉
の
思
想
家
で
、
陰
陽
五
行
説
の
大
家
。「
談
天
衍
」
と
称
え
ら
れ
る
。

22〔

「
気
」

〕
―
古
代
中
国
に
お
け
る
物
質
の
最
小
単
位
。
「
気
」
を
生
ず
る
根
源
は
「
道
」
「
太
一
」
な
ど
の

た
い
い
つ

23語
で
表
さ
れ
る
が
、
世
界
の
万
物
を
構
成
し
様
々
な
現
象
を
生
成
す
る
の
は
、
す
べ
て
「
気
」
と
考
え
ら
れ
た
。

「
気
」
の
性
質
―
〔

陰

〕
と
〔

陽

〕。

24

25

こ
れ
ら
が
組
み
合
わ
さ
っ
て
、
五
つ
の
気
を
構
成
。
→
〔

「
五
行
」

〕

26

〔

木
・
火
・
土
・
金
・
水

〕
の
五
つ
の
気
は
、
さ
ら
に
複
雑
な
化
合
転
変
を
繰
り
返
す
。

27
〔

相
生

〕
―
五
つ
の
気
が
生
成
の
関
係
で
循
環
。

28

「
木
は
火
を
生
じ
、
火
は
土
を
生
じ
、
土
は
金
を
生
じ
、
金
は
水
を
生
じ
、
水
は
木
を
生
ず
る
。」

〔

相
剋

〕
―
五
つ
の
気
が
互
い
に
相
手
を
克
服
し
な
が
ら
循
環
。

29

「
水
は
火
に
勝
ち
、
火
は
金
に
勝
ち
、
金
は
木
に
勝
ち
、
木
は
土
に
勝
ち
、
土
は
水
に
勝
つ
。」

こ
う
し
て
、
気
は
人
間
の
心
の
内
か
ら
世
界
の
果
て
ま
で
を
貫
通
し
、

こ
の
世
を
作
り
上
げ
て
い
く
と
さ
れ
る
。

◎
〔

五
徳
終
始
説

〕
…
鄒
衍
の
代
表
的
な
学
説
。
五
つ
の
気
（
徳
）
が
循
環
す
る
形
で
、

30

歴
代
王
朝
が
興
亡
を
繰
り
返
す
と
説
く
政
治
思
想
。
新
た
な
時
代
の
到
来
を
五
行
説
に
よ
っ
て
唱
え
る
。

三
、
名
家

諸
子
百
家
の
中
で
、
最
も
哲
学
論
議
に
長
じ
た
人
々
。
認
識
と
概
念
な
ど
を
思
索
し
た
論
理
学
派
。

・
〔

恵
施

〕
…
戦
国
時
代
の
宋
出
身
の
思
想
家
。
魏
の
恵
王
に
宰
相
と
し
て
仕
え
、
荘
子
の
よ
き
ラ
イ
バ

そ
う

ぎ

31

ル
で
も
あ
っ
た
。
車
五
台
分
の
蔵
書
を
持
つ
博
学
の
士
と
さ
れ
る
。

中
心
思
想
―
「
歴
物
」
と
呼
ば
れ
る
十
の
命
題
。

〔

「
至
大
」

〕
（
極
限
大
）
と
〔

「
至
小
」

〕
（
極
限
小
）
の
概
念
を
提
出
。

32

33

「
至
大
」
を
基
準
に
す
れ
ば
個
物
の
違
い
な
ど
無
に
等
し
く
な
り
、
「
至
小
」
を
基
準
に
す
れ
ば
万
物
間
の
共

通
性
は
な
く
な
り
個
々
の
違
い
が
明
瞭
に
な
る
。
→
俗
世
の
人
々
の
思
考
や
価
値
観
に
大
き
な
反
省
を
促
す
。

（
こ
う
し
て
物
に
対
す
る
人
々
の
真
の
愛
が
生
ず
る
と
考
え
る
。
）

・
〔

公
孫
龍

〕
…
戦
国
時
代
の
趙
の
人
で
、
弁
論
術
に
す
ぐ
れ
る
。

34

そ
の
著
『
公
孫
龍
子
』
に
は
、
跡
府
・
指
物
・
堅
白
・
白
馬
・
通
変
・
名
実
の
六
篇
が
残
さ
れ
て
い
る
。

◎
〔

白
馬
非
馬
論

〕

35〔

「
白
馬
」

〕
―
色
彩
概
念
と
形
状
概
念
の
複
合
概
念
。

36
〔

「
馬
」

〕
―
形
状
の
み
の
単
一
概
念
。

37→
両
者
は
基
本
的
に
位
相
を
異
に
す
る
。
だ
か
ら
、「
白
馬
」
は
「
馬
」
で
は
な
い
。

こ
の
論
理
は
、
通
常
の
人
間
の
認
識
能
力
に
大
い
な
る
疑
問
を
突
き
つ
け
る
も
の
。

こ
う
し
た
論
理
を
背
景
に
、
公
孫
龍
子
は
、
人
間
個
々
が
、
各
自
の
認
識
能
力
の
限
界
を
自
覚
し
た
上
で
、
名
実

の
混
乱
を
避
け
よ
と
力
説
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
混
乱
を
助
長
し
て
い
る
の
は
、
下
剋
上
の
風
潮
と
強
大
国
に
よ

る
侵
略
戦
争
。
そ
れ
は
、
王
や
臣
下
の
名
実
を
混
乱
さ
せ
、
社
会
秩
序
を
崩
壊
さ
せ
る
。

→
公
孫
龍
子
は
、
諸
国
を
め
ぐ
り
、
〔

「
偃
兵
」

〕（
非
戦
、
兵
を
偃
む
）
を
説
い
た
。

や

38

（
単
な
る
思
想
家
で
は
な
く
、
政
治
家
と
し
て
の
顔
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
。
）

そ
の
後
、
公
孫
龍
は
、
趙
の
平
原
君
の
前
で
鄒
衍
と
の
論
争
に
敗
れ
、
歴
史
の
表
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
。

へ
い
げ
ん
く
ん

鄒
衍

―
五
徳
終
始
説
を
唱
え
て
、
次
な
る
世
界
の
到
来
を
説
く
。

公
孫
龍
子
―
人
間
の
認
識
能
力
の
限
界
を
指
摘
し
、
ひ
た
す
ら
偃
兵
を
説
く
。


